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構成ガイド：
Oracle Cloud Infrastructure上から
A10 vThunderをデプロイするための手順
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Oracle Cloud Infrastructure(OCI)での
A10 vThunder起動方法
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（1/9）OCIコンソールへのログイン
ユーザー名とパスワードを入力し、OCIのコンソールにログインします。
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（2/9）インスタンスの作成を開始
クイック・アクションから「VMインスタンスの作成」をクリックします。
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（3/9）インスタンス作成の開始
「イメージ・ソースの変更」をクリックします。
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（4/9）イメージの選択
「パートナ・イメージ」を選択します。
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（5/9）イメージの選択
「パートナ・イメージ」から「A10 vThunder…」を選択します。
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（6/9）イメージの選択
使用条件の同意にチェックした上で「イメージの選択」をクリックします。
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（7/9）インスタンスの作成開始
インスタンス作成画面に戻ったら「作成」をクリックします。

*必要に応じ、オプションで“シェイプとタイプ”やネットワークの設定を追加
してください。
また、vThunderにSSHでログインできるようにするため、SSH用公開鍵の
登録を実施してください。
方法は、Oracle Cloud上で用意されているヘルプを参照してください。



11 CONFIDENTIAL | DO NOT DISTRIBUTE

【参考】利用可能なインスタンスタイプ
• VM.Standard2.1
• VM.Standard2.2
• VM.Standard2.4
• VM.Standard2.8
• VM.Standard2.16
• VM.Standard2.24

• VM.Standard1.1
• VM.Standard1.2
• VM.Standard1.4
• VM.Standard1.8
• VM.Standard1.16

デフォルトではACOS4.1.4-P1が動作します。（2019年12月現在）
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（8/9）インスタンスの起動確認
インスタンスが作成されたらパブリックIPアドレスでアクセスします。

*インスタンスのアイコンがオレンジから緑に変わると実行中であることを表しています。
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（9/9）インスタンスへのログイン
CLIまたはGUIでvThunderにログイン可能です。

CLIへはパブリックIPへSSHでログイン

GUIへはパブリックIPへHTTPSでログイン
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【参考】VNICの設定（1/4）
インスタンスの詳細の「アタッチされたVNIC」から「VNICの作成」をクリックします。
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【参考】VNICの設定（2/4）
VNICの所属するネットワークやサブネット、パブリックIP割り当てなど設定します。
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【参考】VNICの設定（3/4）
VNICの詳細からIPアドレスをクリックするとIPアドレスリストを確認できます。

*インターフェースやVIP、NAT Pool用にIPアドレスを割り当てる必要があります。
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【参考】VNICの設定（4/4）
VNICの詳細からIPアドレスの割り当てを設定することができます。
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SLBの設定サンプル
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サンプル設定の構成
サブネット
10.0.1.0/24

vThunder

GW: 10.0.1.1

Webサーバ1
10.0.1.2

Webサーバ2
10.0.1.6

eth0 （管理ポート）
10.0.0.2 （インターフェース）
ー 132.145.126.228（パブリックIP）

クライアント

管理端末

eth1 （データポート1）
10.0.1.4 （インターフェース）
10.0.1.3 （VIP）ー 132.145.125.66 （パブリックIP）
10.0.1.5 （ソースNAT用IP）

SUBNET

SUBNET

サブネット
10.0.0.0/24

GW: 10.0.0.1



20

vThunderの設定サンプル
!
multi-config enable
!
terminal idle-timeout 0
!
vlan 10
untagged ethernet 1
router-interface ve 10

!
hostname kishizuka_vThunder1
!
interface management
ip address dhcp

!
interface ethernet 1
enable

!
interface ve 10

ip address 10.0.1.4 255.255.255.0
!
!
ip nat pool pool1 10.0.1.5 10.0.1.5 netmask /24
!
ip route 0.0.0.0 /0 10.0.1.1
!

slb server s1 10.0.1.2
port 80 tcp

!
slb server s2 10.0.1.6

port 80 tcp
!
slb service-group sg1 tcp

member s1 80
member s2 80

!
slb virtual-server vs1 10.0.1.3
port 80 http
source-nat pool pool1
service-group sg1

!
sflow collector ip 127.0.0.1 6343
!
!
cloud-services meta-data

enable
provider openstack

!
end

eth1にOCIで割り当てた
IPアドレスから割り当て

eth1にOCIで割り当てた
IPアドレスから割り当て

eth1のGW

Webサーバ1のアドレス

Webサーバ2のアドレス

eth1にOCIで割り当てた
IPアドレスから割り当て
（パブリックIPとの対応付け要）

mgmtのIPアドレスはDHCPで設定
（初期設定でこの設定が入っている）

Cloud-initに対応しているため
初期設定でCloud-init用の設定が入っている
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関連資料のご案内

簡単スタートアップガイド
A10簡単スタートアップマニュアルは、初めてA10のソリューションを導入するすべての方に、
導入前に必要となる情報を簡潔にわかりやすくまとめた資料となります。
詳しくはこちらのリンクをご参照ください。
https://www.a10networks.co.jp/download/startupmanual/

無料トライアルライセンス
無料のトライアルライセンスの入手については、こちらのリンクをご参照ください。
https://www.a10networks.co.jp/download/free-trial/

Oracle Cloud Marketplace上でのA10紹介サイト
https://cloudmarketplace.oracle.com/marketplace/en_US/listing/51617399

さらに詳細なインストールガイド(英語)をご希望の方は、以下問い合わせフォームにて
「Installing vThunder on Oracle Cloudガイド希望」の旨記載しご連絡ください。
https://www.a10networks.co.jp/contact

https://www.a10networks.co.jp/download/startupmanual/
https://www.a10networks.co.jp/download/free-trial/
https://cloudmarketplace.oracle.com/marketplace/en_US/listing/51617399
https://www.a10networks.co.jp/contact


Thank You
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